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参
議
院
選
挙

が
終
わ
っ
た
。

最
大
の
争
点
は

年
金
改
悪
と
消

費
税
増
税
、
そ

し
て
平
和
の
問

題
で
は
イ
ラ
ク
多
国
籍
軍
へ

の
自
衛
隊
参
加
と
憲
法
改
悪

だ
っ
た
。
結
果
は
、
自
民
党

が
比
例
で
大
き
く
減
ら
し
第

二
党
に
、
民
主
党
は
改
選
議

席
で
第
一
党
に
な
っ
た
。
年

金
や
イ
ラ
ク
な
ど
、
小
泉
内

閣
に
対
す
る
国
民
の
批
判
と

怒
り
が
マ
ス
コ
ミ
の
「
自
民

か
民
主
か
」
と
い
う
流
れ
の

中
で
、
民
主
党
へ
の
投
票
行

動
と
な
っ
た
よ
う
だ
▼
し
か

し
、
こ
の
選
挙
戦
を
通
じ
て
、

自
民
党
も
民
主
党
も
年
金
問

題
、
消
費
税
増
税
問
題
、
憲

法
九
条
改
定
な
ど
で
同
じ
政

治
の
流
れ
に
あ
る
こ
と
が
ま

す
ま
す
明
瞭
に
な
り
、
今
後

の
日
本
の
進
路
に
と
り
重
大

問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
日
本

共
産
党
は
比
例
の
四
議
席
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
マ
ス
コ
ミ

の
「
二
大
政
党
」
へ
の
誘
導

の
中
、
得
票
数
は
全
国
で
も

十
勝
で
も
ほ
ぼ
維
持
し
た
▼

世
論
調
査
で
は
、
「
年
金
改

悪
を
元
に
戻
せ
」
六
七
％
、

消
費
税
増
税
反
対
」
六
六
％
、

「
多
国
籍
軍
参
加
反
対
」
七

七
％
、
「
憲
法
九
条
を
変
え

る
な
」
が
六
六
％
だ
。
「
最

低
保
障
年
金
制
度
」
の
提
案

や
国
民
負
担
な
し
で
の
社
会

保
障
の
充
実
な
ど
、
切
実
な

要
求
実
現
の
運
動
を
草
の
根

か
ら
起
こ
し
て
い
く
こ
と
だ
。

歴
史
は
前
進
と
後
退
を
繰
り

返
し
な
が
ら
つ
く
ら
れ
る
。

そ
の
歴
史
を
つ
く
る
の
は
私

た
ち
自
身
だ
。

（
稲
）
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青年職員らが約164㎞をリレー
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第4回 十勝反核･平和自転車リレー（6月26～27日)

各
地
で
友
の
会
が
激
励

横
断
幕
・
冷
め
た
い
お
し
ぼ
り
や
飲
み
物
・

学
習
会
講
師
・
豚
汁
・
手
打
ち
そ
ば
…
…

十勝川温泉郷で札内友の会が横断幕を持って激励に
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差し入れを受け取る岡山実行委員長
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柳町医院をスタート。音更友の会が見送りにＪＲ利別駅で池田友の会と幕別友の会が激励に

本別友の会は豚汁を用意してくれました本別友の会の皆さん。「また来年も来いよ～｣足寄道の駅に足寄友の会も激励に

ゴ
ー
ル
の
柳
町
医
院
で
は
菅
原

一
晴
さ
ん
（
音
更
）
か
ら
手
打

ち
そ
ば
が
振
舞
わ
れ
る

扇
ヶ
原
展
望
台
で
平
和
学
習
会

の
後
、
２
日
目
ス
タ
ー
ト
。
講

師
は
大
浦
正
志
さ
ん
（
音
更)

糠
平
の
入
り
口
で
は
上
士
幌
友

の
会
が
冷
た
い
タ
オ
ル
を
用
意

し
て
激
励
に

（1） 友 の 会 ニ ュ ー ス第２４３号 ２００４年８月

今
回
の
自
転
車
リ
レ

ー
で
は
、
「
職
員
と
地

域
と
の
連
携
を
強
め
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
、

友
の
会
に
も
協
力
を
呼

び
か
け
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
実
施
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
た
為
、
中

継
地
点
で
の
冷
た
い
飲

み
物
や
お
し
ぼ
り
は
何

よ
り
も
助
か
り
ま
し
た
。
昼

食
も
大
変
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
財
政
的
に
も
行
程

上
に
あ
る
友
の
会
を
中
心
に

大
き
な
援
助
を
頂
け
た
事
も
、

こ
の
企
画
を
成
功
さ
せ
る
上

で
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
十
勝
反
核
・
平
和
自
転
車

リ
レ
ー
・
岡
山
和
也
実
行
委

員
長
）
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民
医
連
十
勝
ブ
ロ
ッ
ク

各
院
所
か
ら
四
人
の
代
表
を
派
遣

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
広
島)

八
月
四
日
か
ら
広
島
市
で
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
球
的
規
模
に
広

が
っ
た
反
核
・
平
和
の
た
た
か
い
と
願
い
を
結
集
し
、
来
年
の
被
爆
六
十
年
に
む
け
た
草
の

根
運
動
の
発
展
が
は
か
ら
れ
ま
す
。

民
医
連
十
勝
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
四
人
を
紹
介
し
ま
す
。

帯 広 病 院

大 道 七 恵
（看 護 師）

デイサービスすずらん

角 張 友 香
（介護福祉士）

ケアセンター白樺

佐 藤 美 由 紀
（理学療法士）

あじさい薬局

阿 部 浩 文
（薬 剤 師）

自
衛
隊
が
浜
大
樹
で
搭
載
訓
練
実
施

｢

沖
縄
海
兵
隊
は
矢
臼
別
に
来
る
な
｣

38人が申請手続き

国保の集団減免申請実施
次回は8月27日に予定

目
の
前
で
打
っ
た
そ
ば
で
バ
イ
キ
ン
グ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
療
養
棟
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九
会
場
で
九
十
七
人
が
参
加
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a
a

a
a

a
a

a
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地
域
に
根
ざ
し
た
友
の
会

活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

世
話
人
の
存
在
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
友

の
会
連
絡
会
で
は
、
六
月
十

七
日
か
ら
帯
広
市
内
四
会
場

と
町
村
部
五
会
場
で
、
全
世

話
人
を
対
象
に
し
た
ブ
ロ
ッ

ク
世
話
人
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。
全
体
で
九
十
七
人
の

世
話
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。会

議
で
は
、
友
の
会
総
会

の
決
定
事
項
の
伝
達
や
、
当

面
の
取
り
組
み
、
十
勝
勤
医

協
へ
の
要
望
な
ど
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
運
動
、
旺
盛
な
友
の

会
活
動
づ
く
り
の
課
題

な
ど
、
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

友
の
会
事
務
局
で
は

今
後
、
各
友
の
会
の
世

話
人
会
に
も
参
加
し
、

さ
ら
に
意
見
交
換
を
深

め
て
い
こ
う
と
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。
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北
海
道
矢
臼
別
演
習
場（
別

海
町
な
ど
三
町
）
で
実
施
し

て
い
る
陸
上
自
衛
隊
の
北
方

機
動
特
別
演
習
の
一
環
と
し

て
東
北
方
面
隊
（
第
六
師
団
）

の
搭
載
訓
練
が
七
月
六
日
、

浜
大
樹
演
習
場

（
十
勝
管
内
大

樹
町
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
初
め
て

海
岸
か
ら
海
上

の
輸
送
艦
に
隊

員
や
車
両
を
運

ぶ
搭
載
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

搭
載
訓
練
で

は
、
海
上
自
衛

隊
の
大
型
揚
陸

艦「
し
も
き
た
」

「
く
に
さ
き
」
の
二
隻
か
ら

発
進
し
た
ホ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
型
揚
陸
艇
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
（
エ

ル
キ
ャ
ッ
ク
）
四
隻
が
同
海

岸
に
ご
う
音
を
響
か
せ
な
が

ら
上
陸
し
、
ジ
ー
プ
や
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
車
両
を
積
み
込
み
、

沖
合
に
向
か
い
ま
し
た
。

同
演
習
場
を
見
下
ろ
す
丘

で
は
訓
練
に
抗
議
す
る
全
道

集
会
が
開
か
れ
、
十
勝
勤
医

協
か
ら
は
木
村
孝
医
師
と
事

務
職
員
三
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
四
人
は
道
内
各
地
か
ら

参
加
し
た
平
和
団
体
、
労
働

組
合
、
女
性
団
体
な
ど
の
約

五
十
人
と
と
も
に
、
「
揚
搭

訓
練
に
断
固
反
対
」
「
沖
縄

海
兵
隊
は
矢
臼
別
に
来
る
な


」
「
自
衛
隊
は
イ
ラ
ク
か

ら
撤
退
せ
よ
」
な
ど
、
唱
和

し
ま
し
た
。

十
勝
社
会
保
障
推
進
協
議

会
は
六
月
二
十
五
日
午
後
、

と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
帯
広
市
の

国
保
料
減
免
申
請
相
談
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
場
い
っ

ぱ
い
に
五
十
一
人
が
集
ま
り
、

そ
の
う
ち
三
十
八
人
が
減
免

申
請
の
手
続
き
を
行
い
ま
し

た
。

今
年
度

は
国
保
の

申
請
減
免

は
、
六
十

五
歳
以
上

の
高
齢
者

世
帯
の
減

免
対
象
額

の
上
限
が

引
き
下
げ

ら
れ
、
二

千
百
七
十

世
帯
の
減

免
が
廃
止

さ
れ
ま
し

た
。
そ
の

た
め
参
加
者
の
中
に
は
、
申

請
で
き
な
か
っ
た
人
も
い
ま

し
た
。

リ
ス
ト
ラ
で
失
業
中
の
人

や
手
術
で
無
収
入
に
な
っ
た

人
、
息
子
の
失
業
で
収
入
の

な
く
な
っ
た
人
、
高
齢
で
病

院
へ
行
く
タ
ク
シ
ー
代
や
医

療
費
、
介
護
保
険
の
利
用
料

負
担
が
高
く
て
、
国
保
料
の

支
払
い
が
困
難
な
人
が
減
免

の
申
請
を
し
ま
し
た
。

十
勝
社
保
協
で
は
、
多
く

の
市
民
が
申
請
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
、
二
回
目
の
申
請

相
談
会
を
八
月
二
十
七
日
に

計
画
し
て
い
ま
す
。

七
月
八
日
（
木
）
、
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
白
樺
療
養
棟
で
、

「
手
打
ち
そ
ば
バ
イ
キ
ン
グ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
の
職
人
さ
ん
に

来
て
い
た
だ
き
、
そ
ば
に
つ

い
て
の
話
を
き
き
な
が
ら
利

用
者
様
の
目
の
前
で
打
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

抹
茶
風
味
そ
ば
、
梅
風
味

そ
ば
と
珍
し
い
味
も
あ
り
、

用
意
さ
れ
た
そ
ば
は
ほ
と
ん

ど
完
売
で
し
た


「
初
め
て
、
食
べ
る
け
ど

本
当
に
美
味
し
か
っ
た
。
」

「
そ
ば
打
ち
を
目
の
前
で
見

れ
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
、

皆
さ
ん
大
好
評
で
し
た
。

（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
・
栄

養
科
主
任
・
長
谷
川
美
幸
）

去
る
六
月
十
六
日
、

介
護
老
人
保
健
施
設
ア

メ
ニ
テ
ィ
帯
広
に
て
第

十
回
老
健
学
習
交
流
集

会
が
開
催
さ
れ
、
管
内

の
老
健
施
設
八
か
所
か

ら
約
二
百
三
十
名
の
職

員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
痴
呆
の
理

解
、
対
応
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
「
北
海
道
ボ

ケ
老
人
を
支
え
る
家
族

の
会
」
の
名
誉
会
長
・

立
野
新
平
氏
に
講
演
し

て
頂
き
ま
し
た
。
痴
呆
高
齢

者
を
抱
え
る
家
族
の
思
い
や
、

痴
呆
の
方
本
人
の
心
の
中
を

し
っ
か
り
と
ら
え
た
上
で
、

私
た
ち
介
護
の
仕
事
に
携
わ

る
者
が
ど
の
様
に
関
わ
っ
て

い
け
ば
良
い
の
か
、
改
め
て

学
び
直
す
機
会
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、
今

回
の
立
野
氏
の
話
は
大
変
一

心
に
響
き
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。次

回
は
十
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は

他
施
設
の
職
員
の
方
々
か
ら

も
多
数
要
望
が
出
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

（
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
看
護

師
長
・
浅
沼
双
枝
）
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十勝勤医協の診療案内
7月1日からの基本診療体制についてお知らせします。

※各院所とも第２・第４土曜日は休診です

帯広病院（0155-21-4111、病棟直通0155-24-9552）
受付時間 午前8：00～11：30 午後13：30～16：30 夜間診療17：00～19：00

曜 日 月 火 水 木 金 土

*１ 浅沼医師は13：30～15：00深 町 深 町

(

予
約) 深 町

(

予
約) 深 町

(

予
約) 深 町

　 小倉医師は15：00～16：30午 前 千 葉

(

予
約) 千 葉 千 葉 小 倉 小 倉 ○ *３

*２ 日によって変更となります（２診体制)内 科 瀬 川 瀬 川 浅 沼 瀬 川 瀬 川

(

予
約)

*３ 日によって変更となります（１診体制)午 後 浅沼/小倉
*１ 深 町 浅 沼 休 診 小 倉 ―

夜間診療 ○ *２ ― ― ○ *２ ― ―

午 前 ― ― 木 村 木 村 ― 木 村
耳 鼻 科

午 後 木 村 木 村 ― ― 木 村 ―

柳町医院（0155-30-3111）
受付時間 午前8：00～11：30

月 火 水 木 金曜 日 土

時 間 帯 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前

担 当 医 小 倉 小 倉 小 倉 千 葉 千 葉 小 倉

白樺医院（0155-38-3500）
受付時間 午前8：00～11：30 夜間診療17：00～19：00

月 火 水 木 金曜 日 土

時 間 帯 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 夜間診療 午 前 午 後 午 前

担 当 医 浅 沼 浅 沼 瀬 川 浅 沼 浅 沼 浅 沼 浅 沼

帯広歯科医院（0155-21-8020）
診療時間は曜日によって異なります。お電話でご確認下さい。

月 火 水 木 金曜 日 土

時 間 帯 午 前 午 後 午 前 午 後 夜間診療 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前 午 後 午 前

担 当 医 高 橋 高 橋 高 橋 高 橋 高 橋 ＊ 高 橋 高 橋 高 橋 高 橋 高 橋 高 橋

＊ 隔週で往診実施（外来は休診となります)

柳
町
医
院
の
木･

金
曜
の
診
療
を
担
当

千葉　　淳

白
樺
医
院
の
水
曜
の
診
療
を
担
当

瀬川　高志

（3） 友 の 会 ニ ュ ー ス第２４３号 ２００４年８月

こ
ん
に
ち
は
、
五
月
か
ら

木
・
金
曜
日
の
外
来
担
当
と

な
っ
た
千
葉
淳
で
す
。

十
勝
に
来
る
直
前
二
年
間

は
、
道
東
勤
医
協
桜
ヶ
岡
医

院
で
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま

し
た
。

病
院
で
の
勤
務
よ
り
診
療

所
勤
務
の
方
が
性
に
合
っ
て

い
る
の
で
、
楽
し
く
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

四
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に

白
樺
医
院
の
診
療
を
担
当
し

て
い
る
瀬
川
高
志
で
す
。

特
に
糖
尿
病
を
中
心
に
腎

障
害
な
ど
の
患
者
さ
ん
を
診

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幸
い
白
樺
医
院
に
は
Ｃ
Ｔ
も

内
視
鏡
も
あ
り
、
病
院
と
同

じ
レ
ベ
ル
で
診
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

浅
沼
先
生
と
一
緒
に
頑
張

る
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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8月健康相談会開催予定
日程 曜

日 開始時間 テ ー マ 開 催 会 場

10日 火 19：00 甲 状 腺 に つ い て 花園福祉センター

11日 水 19：00 膵 臓 癌 に つ い て 中 士 幌 公 民 館

18日 水 14：30 スーパー健康チェック ダイイチハーモニー店

19日 木 14：00 青 空 健 康 チ ェ ッ ク 白人の森パークゴルフ場

24日 火 19：00 耳 ・ 鼻 の は な し 新 得 公 民 館

24日 火 19：00 生活習慣病について 塚原三平氏 　宅 (音更)

25日 水 19：00 生活習慣病と食生活について 札内みずほ近隣センター

27日 金 19：00 生活習慣病について 酒井省三氏 　宅 (音更)

27日 金 19：00 介護のための福祉用具について 帯広病院大会議室

31日 水 19：00 うつ病などの精神的な病気について 上士幌ふれあいプラザ

31日 水 19：00 介 護 の 仕 方 と 予 防 光南福祉センター

※19日に行われる幕別町札内・白人の森パークゴルフ場での青空健

康チェックは、帯広病院の深町知博院長が参加し個人相談もお受

けします。お気軽にお立ち寄りください。

※友の会員なら、どの健康相談会にも参加することができます。日

程や場所が変更になる場合もありますので、友の会連絡会事務局

まで（21-4144）ご確認ください。

第15回 十勝健康まつりのお知らせ 入場
無料

と き 9月12日日 午前10時～午後2時

ところ ドリームタウン白樺（十勝勤医協ケアセンター白樺横)

主 催 十勝健康まつり実行委員会（事務局21-4144)

今後の実行委員会の予定

第４回実行委員会 ７月26日月 第６回実行委員会 ８月23日月

第５回実行委員会 ８月９日月 第７回実行委員会 ９月６日月

（4）友 の 会 ニ ュ ー ス 第２４３号２００４年８月
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第1回 十勝ヘルスチャレンジ

115人がチャレンジ開始
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川西友の会での合同ウォーキング参加者。
万歩計を腰につけてます。（7/10)

　
帯
　
広
　
歯
　
科
　
医
　
院

職
員
体
制
変
更
の
お
し
ら
せ

睡眠時無呼吸症候群③

睡眠時無呼吸症候群の治療

十勝勤医協 帯広病院耳鼻咽喉科科長 木 村 孝

六
月
の
あ
る
日
、
様
子
を
伺
い
に
Ｓ
さ

ん
宅
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
Ｓ
さ
ん
の
妻

は
特
養
入
所
中
で
、
ご
本
人
は
生
活
保
護

を
受
け
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
玄
関

に
入
っ
た
途
端
、鼻
を
突
く
異
臭
に
驚
き
、

い
つ
に
な
く
浮
か
な
い
顔
の
Ｓ
さ
ん
に
事

情
を
伺
い
ま
し
た
。
実
は
ず
っ
と
調
子
の

悪
か
っ
た
冷
蔵
庫
が
つ
い
に
壊
れ
、
中
の

も
の
が
全
部
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

の
こ
と
。
修
理
を
頼
み
ま
し
た
が
古
い
機

種
で
部
品
も
な
く
、
買
い
換
え
る
し
か
な

い
け
れ
ど
も
、
当
然
そ
ん
な
余
裕
も
な
く

途
方
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

臨
時
的
一
般

生
活
費
と
は

こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
に
向

か
う
の
に
冷
蔵
庫
な
し
で
到

底
生
活
は
で
き
ま
せ
ん
。
少

な
い
保
護
費
は
毎
月
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
切
り
つ
め
て
お
り
、

一
度
に
数
万
円
を
負
担
で
き

る
余
裕
は
な
く
、
生
活
保
護

の
臨
時
的
一
般
生
活
費
（
家

具
什
器
費
）
の
適
用
を
申
請

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
臨

時
的
一
般
生
活
費
と
は
、
被

服
や
移
送
な
ど
五
つ
の
項
目

に
お
け
る
一
時
扶
助
の
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
額
や
適

用
条
件
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
家
具
什
器
費
の
場

合
、
「
炊
事
用
具
、
家
具
什

器
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
」
に
、
二
万
五
千
円
以
内
、
特

に
認
め
ら
れ
る
場
合
は
四
万
千
円
ま
で
支

給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
適
用
に
は
、
①
保
護
開
始
時

に
必
要
な
家
具
什
器
が
な
い
場
合
、
②
長

期
入
院
・
入
所
後
の
単
身
者
で
、
新
た
に

自
活
す
る
場
合
、
③
災
害
等
の
場
合
、
④

転
居
の
場
合
で
新
旧
住
宅
設
備
に
差
違
が

あ
る
場
合
、
の
四
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ
さ
ん
の
場

合
、
い
ず
れ
も
適
用
条
件
に
は
該
当
し
ま

せ
ん
が
、
保
護
開
始
時
に
自
分
の
冷
蔵
庫

が
あ
っ
た
か
ら
必
要
な
か
っ
た
だ
け
で
、

今
回
の
件
は
「
開
始
時
か
ら
の
著
し
い
条

件
の
変
化
」
で
あ
り
、
①
の
条
件
を
準
用

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

憲
法
と
生
活
保
護
の

大
き
な
乖
離

早
速
保
護
課
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、

「
前
例
が
な
い
の
で
相
談
す
る
」
と
の
返

答
で
し
た
が
、
「
趣
旨
は
理
解

で
き
ま
す
」
と
概
ね
好
意
的
で
、

適
用
に
期
待
が
持
て
る
も
の
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
数
時
間
後

の
返
答
で
は
、
「
適
用
に
な
ら

な
い
。
そ
も
そ
も
自
分
が
壊
し

た
の
だ
か
ら
保
護
と
は
関
係
な

い
」
、
「
冷
蔵
庫
が
な
く
て
も
支

障
な
い
」
挙
げ
句
の
果
て
に
、

「
前
は
冷
蔵
庫
な
ん
か
な
い
家

は
沢
山
あ
っ
た
」
等
と
い
う
始

末
で
、
僅
か
数
時
間
前
の
対
応

と
は
全
く
違
う
内
容
に
唖
然
と

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
「
相

談
」
と
は
、
断
る
理
由
を
考
え

る
時
間
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

再
度
、
保
護
と
臨
時
的
一
般
生

活
費
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
趣

旨
を
説
明
・
主
張
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
反
論
等
は
な

く
、
前
記
の
「
理
由
」
を
繰
り

返
す
だ
け
で
し
た
。
結
局
、
交
流
の
な
い

娘
に
保
護
課
が
直
接
連
絡
し
て
援
助
を
取

り
付
け
、
娘
が
買
い
与
え
る
格
好
と
な
り

ま
し
た
。
結
果
的
に
、
真
新
し
い
冷
蔵
庫

は
入
り
ま
し
た
が
、
「
文
化
的
で
健
康
な

最
低
限
度
の
生
活
」
の
水
準
が
、
保
護
行

政
と
一
般
と
で
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
る

実
感
を
新
た
に
し
た
出
来
事
で
し
た
。

（
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
白
樺
・跡

辺
裕
行
）

ソーシャルワーカー奮闘記 ⑮

生活保護を考える ～冷蔵庫は贅沢品か？～
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第
一
回
十
勝
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
、
百
十
五
人
も
の
友

の
会
員
が
参
加
、
七
月
一
日

か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

各
友
の
会
総
会
、
ブ
ロ
ッ

ク
世
話
人
会
、
健
康
相
談
会

な
ど
で
、
誘
い
合
っ
て
五
人
、

六
人
と
申
し
込
み
の
あ
っ
た

友
の
会
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

し
た
。

川
西
友
の

会
は
友
の
会

財
政
か
ら
、

世
話
人
全
員

に
万
歩
計
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
の
上
で
、

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
の
参
加

を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
七

月
十
日
に
は

集
ま
れ
る
人

だ
け
で
も
と
、

近
く
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

に
集
合
し
、

全
員
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

地
域
友
の
会
員
の
健
康
づ
く

り
に
、
積
極
的
に
取
組
ん
で

い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
は
八
月

末
日
ま
で
。
参
加
の
皆
さ
ん
、

目
標
達
成
に
向
か
っ
て
気
楽

に
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

「
歯
の
お
は
な
し
」
を
一

年
間
に
わ
た
り
担
当
し
て
お

り
ま
し
た
菅
原
衛
生
士
が
退

職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
「
歯
の
お
は
な
し
」

は
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
次
号
か
ら
、
よ
り

い
っ
そ
う
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
る
コ
ラ
ム
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
後
任
の
衛
生
士
と

し
て
七
月
一
日
よ
り
、
山
田

春
江
さ
ん
が
入
職
し
て
お
り

ま
す
。

山
田
衛
生
士
は
一
九
九
五

年
に
歯
科
衛
生
士
の
資
格
を

と
り
、
出
産
で
休
ん
だ
以
外

は
ず
っ
と
第
一
線
の
現
場
で

働
い
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
衛
生

士
で
す
。
早
く
職
場
に
慣
れ

て
み
な
さ
ん
の
お
口
の
健
康

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
張
り
切

っ
て
い
ま
す
。
是
非
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」、

文
字
通
り
寝
て
い
る
間
に
無

呼
吸
に
な
る
状
態
で
す
。
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
定
義

は
「
一
晩
（
七
時
間
）
の
睡

眠
中
に
十
秒
以
上
の
無
呼
吸

が
三
十
回
以
上
お
こ
る
か
、

睡
眠
一
時
間
あ
た
り
の
無
呼

吸
数
や
低
呼
吸
数
が
五
回
以

上
の
場
合
」
と
さ
れ
て
お
り

重
度
の
症
例
で
は
呼
吸
困
難

に
な
り
死
を
招
く
な
ど
生
存

率
が
低
下
し
ま
す
。

睡
眠
中
酸
素
不
足
に
な
り

や
す
い
た
め
、
日
中
の
眠
気

や
集
中
力
不
足
に
陥
り
や
す

く
、
交
通
事
故
な
ど
多
く
の

重
大
事
故
の
原
因
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
精
神
不
安
定
な
ど

の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
は
ア
プ
ノ
モ
ニ
タ
ー

と
い
う
呼
吸
・
酸
素
飽
和
度

を
は
か
る
器
械
を
一
、
二
晩

体
に
つ
け
て
測
定
し
ま
す
。

針
を
刺
し
た
り
痛
い
こ
と
は

し
な
い
で
検
査
が
で
き
ま
す
。

帯
広
で
は
現
在
、
帯
広
厚

生
病
院
第
一
内
科
で
で
き
ま

す
。い

び
き
防
止
対
策

一
、
眠
る
と
き
の
姿
勢
を
い

つ
も
と
変
え
る

横
向
き
に
寝
る：

舌
の
落
ち
込
み
に
よ
る
気

道
の
圧
迫
を
あ
る
程
度
防

止
す
る
。

枕
を
低
く
す
る：

枕
を
と
っ
て
寝
る
と
気
道

が
真
っ
直
ぐ
に
な
り
空
気

の
通
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。

二
、
減

量

体
重
の
増
加
と
と
も
に
、

い
び
き
の
発
生
も
増
加
し
ま

す
。腹

ま
わ
り
の
脂
肪
な
ど
で

圧
迫
さ
れ
肺
の
運
動（
呼
吸
）

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
や
、
あ

ご
や
首
の
周
り
が
太
く
な
る

こ
と
で
結
果
と
し
て
気
道
を

前
後
左
右
全
体
で
圧
迫
さ
せ
、

睡
眠
時
に
気
道
が
狭
く
な
る

こ
と
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

肥
満
傾
向
の
方
は
減
量
す
る

こ
と
が
、
い
び
き
の
減
少
に

つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

三
、
禁

酒

お
酒
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン

な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
類
に
は
筋

肉
の
緊
張
を
緩
和
さ
せ
る
作

用
と
鼻
粘
膜
の
う
っ
血
、
充

血
と
い
っ
た
作
用
が
あ
り
ま

す
。
筋
肉
の
緊
張
が
低
下
す

れ
ば
、
舌
や
顎
の
緊
張
も
ゆ

る
み
気
道
を
圧
迫
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
、
い
び
き
の
発
生

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

鼻
粘
膜
の
充
血
に
よ
り
一
時

的
に
鼻
の
空
気
の
通
り
が
悪

く
な
る
こ
と
も
い
び
き
の
発

生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
い

び
き
を
か
い
て
い
る
場
合
禁

酒
し
て
み
る
方
法
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

四
、
治
療
と
し
て
は
負
担
の

少
な
い
歯
科
で
の
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
作
成

鼻
マ
ス
ク
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）

治
療
、
耳
鼻
科
的
手
術
療
法

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
親
睦

本
別
友
の
会

七
月
四
日
、
本
別
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
、
毎
年
恒
例
の
本
別
友
の
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
二
十
人
の
参

加
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

プ
レ
ー
の
後
は
公
園
内
の
そ
ば
屋
で

表
彰
式
。
お
い
し
い
そ
ば
を
食
べ
な
が

ら
、
全
員

に
豪
華
賞

品
が
渡
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大

会
で
、
新

た
に
三
人

の
友
の
会

入
会
が
あ

り
ま
し
た
。

六
月
二
十
五
日

夜
、
緑
西
友
の
会

総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
に

は
世
話
人
・
友
の
会
員
が
十

八
名
が
参
加
。
健
康
相
談
会

の
年
六
回
開
催
、
日
帰
り
旅

行
の
開
催
、
会
員･

元
気
を

増
や
す
な
ど
の
活
動
方
針
が

提
起
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

緑
西
友
の
会
は
、
今
ま
で

世
話
人
会
は
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
か
ら
は
活
動

方
針
な
ど
の
討
議
は
総
会
を

開
い
て
行
う

こ
と
を
決
め
、

今
回
初
め
て

実
現
し
ま
し

た
。
総
会
後

は
夕
食
懇
親

会
。
自
己
紹

介
の
後
、ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

札
内
友
の
会
で
茶
話
会

年
金
問
題
に
花
が
咲
く

札
内
友
の
会
で
は
六
月
三
十
日
午
後
、

普
段
は
一
人
で
食
事
を
と
ら
れ
て
い
る

と
い
う
札
内
に
住
む
お
年
寄
り
四
人
を

招
待
し
て
茶
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

茶
話
会
で
の
話
の
中
心
は
政
治
の
話
。

年
金
や
消
費
税
の
問
題
に
話
が
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
日
本
昔
話
の
紙
芝
居
、
ボ

ケ
防
止
体
操
の
後
、
手
作
り
の
ク
リ
ー

ム
ぜ
ん
ざ
い
、
抹
茶
、
メ
ロ
ン
で
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。ぜ

ひ
ま

た
開
催
し

た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

（
札
内
友

の
会
事
務

局
次
長
・

鈴
木
志
摩

子
）

初めての総会を開催
緑西友の会
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和
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陸
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】
餌
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【
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井
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芽
室
友
の
会
・
前
会
長

の
村
越
英
男
さ
ん
（
七
十

三
）
は
そ
ば
打
ち
名
人
。

芽
室
そ
ば
研
究
会
の
会
長

で
す
。
六
十
五
人
の
会
員

さ
ん
た
ち
は
、
全
員
が
村

越
さ
ん
の
お
弟
子
さ
ん
。
そ

の
う
ち
の
十
一
人
は
、
全
国

麺
類
文
化
地
域
間
交
流
推
進

協
議
会
が
認
定
す
る
そ
ば
打

ち
有
段
者
。
村
越
さ
ん
は
、

ご
自
身
の
そ
ば
体
験
道
場
で

指
導
も
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

や
北
海
道
新
聞
社
主
催
の
そ

ば
打
ち
教
室
で
講
師
を
務
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ば
打
ち
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
約
二
十
五
年
前
の

芽
室
高
校
教
員
時
代
。
若
い

先
生
の
一
人
が
「
お
い
し

い
手
打
ち
そ
ば
が
食
べ
た

い
」
と
声
に
し
て
い
る
の

を
聞
き
、
「
じ
ゃ
あ
私
が

…
」
と
本
を
買
い
、
家
に

あ
っ
た
調
理
道
具
で
打
っ

て
み
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
と
き
は
大
失
敗
。
そ
の

後
、
失
敗
と
発
奮
・
中
断
を

繰
り
返
し
な
が
ら
、
独
学
で

研
究
し
ま
し
た
。そ
の
う
ち
、

腕
が
上
が
っ
て
き
て
、
「
人

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」「
人

に
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」

と
、
ま
す
ま
す
の
め
り
こ
ん

で
い
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

取
材
の
日
に
集
ま
っ
て
い

た
有
段
者
の
お
弟
子
さ
ん
た

ち
は
皆
、
「
先
生
の
人
柄
に

惹
か
れ
て
頑
張
れ
て
い
る
」

と
口
を
揃
え
て
話
し
て
い
ま

し
た
。
村
越
さ
ん
の
次
の
言

葉
に
、
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
「
私

は
さ
び
し
が
り
屋
。
一
人
で

は
生
き
て
い
け
な
い
。
仲
間

が
ほ
し
い
。
人
に
喜
ん
で
も

ら
い
た
い
。
こ
の
ス
タ
ン

ス
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

か
わ
ら
な
い
」
。

今
後
の
こ
と
を
お
尋
ね

す
る
と
、「
車
に
そ
ば
道
具

一
式
載
せ
て
、
今
ま
で
自

分
が
お
世
話
に
な
っ
た
人

や
友
人
を
訪
ね
て
全
国
を

ま
わ
り
、
最
高
の
そ
ば
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

九
月
に
は
稲
田
友
の
会

が
、
村
越
さ
ん
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、
そ
ば
打
ち

体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

（
谷
口
）

友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友ののののののののののののののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会の
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人･･･････････････････････達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人⑥

そば打ち
村越 英男さん

(芽室友の会)

※
特
技
や
趣
味
を
お
持
ち
の
友

の
会
員
の
方
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
ど
ん
な
特
技
や
趣
味

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

（6）友 の 会 ニ ュ ー ス 第２４３号２００４年８月

友
の
会
活
動
を

知
っ
て
い
き
た
い

馬
場
小
夜
子
さ
ん
（
音
更
町
）

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん

で
、
少
し
ず
つ
友
の
会
活
動

の
こ
と
を
知
っ
て
行
き
た
い

で
す
。
健
康
ま
つ
り
に
も
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

｢

頭
の
体
操
」
、

や
さ
し
い
と
い
い
な
ぁ


古
田

良
子
さ
ん
（
清
水
町
）

頭
の
体
操
の
こ
と
で
す
。

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
の
七
月
号

の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
、

解
き
や
す
く
、
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。
い
つ
も
や
さ
し

い
と
い
い
な
。

◇
リ
ン
グ
プ
ル
情
報
◇

車
椅
子
六
台
目
ま
で
あ
と
六

百
八
十
㎏
で
す
。

（
七
百
八
十
㎏
で
車
椅
子
一

台
。
リ
ン
グ
プ
ル
の
交
換
基

準
が
、
一
台
九
百
㎏
か
ら
七

百
八
十
㎏
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
）

※
友
の
会
員
の
皆
様
へ


車
椅
子
五
台
目
が
届
き
ま

し
た
。
今
後
と
も
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


「
読
者
の
声
」
へ
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


住
所
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
は
、
ご
面
倒
で
も
十
勝

勤
医
協
友
の
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

二
重
枠
の
文
字
を
組
み
合

わ
せ
て
で
き
た
言
葉
を
答
え

て
く
だ
さ
い
。
出
題
者
は
中

島
和
子
さ
ん
（
幕
別
町
）
で

す
。
（
ヒ
ン
ト
：
決
算
に
必

要
で
す
）

た
て
の
か
ぎ

①
「
攻
撃
」
を
英
語
で
。

②
海
面
に
で
き
る
高
低
。

③
思
い
が
け
ず
起
こ
る
こ
と
。

④
帰
り
道
。
戻
り
道
。

⑤
汁
な
ど
を
よ
そ
う
時
に
使

う
道
具
。

⑥
製
造
業
者
。
自
動
車
○
○

○
○
。

⑦
人
間
の
両
手
両
足
。

⑧
売
り
出
し
。
バ
ー
ゲ
ン
○

○
○
。

よ
こ
の
か
ぎ

①
デ
ジ
タ
ル
の
反
対
。

⑥
先
見
の
明
が
あ
る
こ
と
。

○
○
○
が
利
く
。

⑨
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
。

⑩
石
英
。
水
晶
。

⑪
大
型
の
猛
鳥
。

⑫
テ
レ
ビ
を
使
っ
た
宣
伝
。

⑬
正
面
か
ら
見
え
な
い
側
。

【
応
募
方
法
】

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
電
子

メ
ー
ル
で
、
左
記
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。

【
宛

先
】


郵

送

〒
〇
八
〇－

〇
〇
一
九

帯
広
市
西
九
条
南
十
一
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部


電
子
メ
ー
ル

sosh
ik

i ＠
tok

ach
i-k

in
-

ikyo.or.jp

【
賞

品
】

抽
選
で
十
名
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
券
を
お
送
り
し

ま
す
。

【
締
め
切
り
】

八
月
二
十
日
（
当
日
消
印

有
効
）
。
発
表
は
第
二
四
五

号
（
十
月
号
）
紙
上
で
す
。

【
第
二
四
一
号
の
当
選
者
】

答
え
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で

し
た
。
応
募
総
数
九
四
通
、

正
解
者
九
二
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
十
名
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

大
橋
由
美
子
・
佐
々
木
エ
ツ

子
・
佐
藤
セ
ツ
・
前
田
政
子

（
以
上
帯
広
市
）
・
志
賀
喜

吉
・
沼
田
久
枝
（
以
上
音
更

町
）・
塩
田
孝
司（
幕
別
町
）・

山
口
大
輔
（
芽
室
町
）
・
西

岡
秀
樹
（
本
別
町
）
・
山
口

未
紀
（
札
幌
市
）

※
頭
の
体
操
の
問
題
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
採
用
の
際

に
は
、
図
書
券
を
贈
呈
し

ま
す
。




